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カ
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捗
町
肌

轄
丁

鵬
脇

乳
↓
乞

　
　
　

　
　
女

数
口
豊

帯
人
朋

の
2
0

世
市
男

健
全
財
政
に
努
力

　
田会

計般

百
八
万
円
里
描
字

　
　
　
三
十
三
年
度
決
算
見
込

　
昭
和
三
十
三
年
度
の
市
の
ふ
と
こ

ろ
具
合
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
に
つ

い
て
そ
の
実
情
を
公
表
し
、
市
民
の

．
皆
様
か
ら
内
容
を
よ
く
理
解
し
て
い
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盤
蒙
額
墓
鹸

様
方
の
理
解
あ
る
御
協
力
と
、
才
出

　
に
お
い
て
消
費
的
経
費
の
節
減
を
図

っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
ま
す
が
、
し

か
し
市
税
の
収
入
率
は
三
十
三
年
度

よ
り
O
・
六
六
％
下
回
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
全
国
的
な
不
況
に
よ
る
金
詰

り
が
影
響
し
た
た
め
と
も
み
ら
れ
ま

す
。
事
業
内
容
に
つ
い
て
大
別
し
ま

す
と
　
　
　
　
　
（
単
位
千
円
）

補
助
災
害
復
旧
事
業
費
一
、
七
七
三

た
＞
き
、
今
後
よ
り
健
全
な
市
政
の

運
営
が
出
来
ま
す
よ
う
こ
の
ほ
ど
・

「
財
政
事
情
」
を
ま
と
め
ま
し
た
。

な
お
決
算
額
に
つ
き
ま
し
て
は
ま
だ

議
会
の
認
定
を
得
て
お
り
ま
せ
ん
の

で
、
見
込
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
ロ
　
　
は
そ
の
あ
ら
ま
し
で
す
ロ

　
　
一
般
会
計

　
才
入
総
額
二
億
三
千
九
百
二
十
一

万
円
（
千
円
未
満
切
捨
以
下
同
じ
）

才
出
総
額
二
億
三
千
八
百
十
二
万
四

千
円
、
差
引
百
八
万
五
千
円
の
黒
子

一
般
補
助
事
業
費

集
業
対
策
事
業
費

単
独
災
害
事
業
費

一
般
単
独
事
業
費

　
と
な
り
才
出
総
額
の
二
五
・
五
％

を
し
め
て
い
ま
す
。
主
な
事
業
は

　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
、
三
六
〇
．

　
　
　
　
　
　
　
　
四
、
七
四
二

　
　
　
　
　
　
　
　
五
、
九
三
一

　
　
　
　
　
　
　
二
六
、
三
八
一

縣
営
事
業
市
負
担
金
　
三
、
四
〇
九

　
　
計
　
　
　
　
　
六
〇
、
五
九
六
・

▽
土
木
関

道
路
災
露
口
復
旧

道
路
新
設
改
良

橋
架
災
害
復
旧

橋
架
新
設
改
良

治
水
堤
防

都
市
計
画

▽
消
防
関

係係

五
、
山
ハ
山
ハ
四

八
、
八
二
五

一
、
〇
四
九

三
、
八
五
〇

　
　
九
山
ハ
四

四
、
九
壬
ハ

小
型
自
動
車
ポ
ン
プ
購
入

　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
四
五
〇

防
火
水
槽
　
　
　
　
　
　
　
四
三
五

▽
教
育
関
係

学
校
建
築
　
　
　
　
一
六
、
一
二
八

学
校
用
地
購
入
　
　
　
　
　
二
〇
〇

教
員
住
宅
　
　
　
　
　
　
七
八
二

▽
社
会
及
労
働
関
係

失
業
対
策
　
　
　
　
　
四
、
七
四
二

さ
み
用
自
動
車

し
尿
三
輪
車

し
尿
貯
溜
槽

▽
財
産
関
係

一
、

一
八
山
ハ

四
五
互

二
一
五

ご
み
捨
場
用
地
購
入
　
そ
の
地

　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
四
八
二

車
検
場
敷
地
　
　
　
　
一
、
〇
五
九

▽
そ
の
他

ジ
ー
プ
　
　
　
　
　
　
九
九
〇

高
校
増
築
負
担
　
　
　
　
　
七
一
一

保
健
所
新
築
負
担
　
　
二
、
六
九
八

特
別
会
計

▽
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
三
十
三
年
度
は
二
百
三
十
九
万
一

千
円
の
赤
字
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は

医
療
施
設
の
増
加
、
受
診
率
上
昇
、

医
療
給
付
費
の
急
増
な
ど
と
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
金
を
得
ら
れ
な
か
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

▽
国
保
直
営
診
療
施
設
勘
定

三
士
二
年
度
は
七
十
六
万
五
千
円

の
赤
字
で
こ
れ
も
繰
入
金
の
減
額
と

診
療
収
入
の
減
少
に
よ
る
も
の
と
思

わ
れ
三
十
四
年
度
は
そ
の
運
営
a
合

理
化
を
研
究
し
て
お
り
ま
す
。

▽
公
益
質
屋
特
別
会
計

　
利
用
率
は
上
昇
し
藷
引
七
万
五
千

　
　
　
　
　
　
　
先

　
　
　
　
　
　
　
入

　
　
　
　
　
　
　
借

況状
掘

　
の
湖
　
　
容

万　市債
　　　　　　　　　　　　（34．3

事業内

　　講場日
　　　　　　公
　　　師所時明
　　　　　　選
自自甜晶挙
民民会会瓢国

讐党寵会
醜小小瑳討
橋
葉
林講時論
清　　琶　会
＿　孝

▽
産
業
経
済
関
係

災
蛍
口
復
旧

林
道
開
設

▽
保
険
衛
生
関
係

一
、
墨
、
｛

郎修平進

三
百
九
円
の
繰
越
見
込
。

▽
上
水
道
特
別
会
計

三
十
三
年
摩
実
施
事
業
及
ぴ
事
棊

費
は

’
給
水
工
事
費
　
　
　
　
九
、
七
五
五

新
設
工
事
費
　
　
　
三
五
、
〇
九
三

元
利
償
還
金
　
　
　
　
一
、
九
四
八

そ
の
他
　
　
　
　
　
八
、
四
三
七

　
　
計
　
　
　
　
五
五
、
二
三
三

　
給
水
戸
数
一
、
〇
三
九
戸
給
水
量

八
万
三
千
九
百
士
チ
決
算
額
は
三

百
八
十
万
五
千
円
の
赤
字
と
な
り

ま
す
。

　
　
市
民
負
担
の
状
況

　
市
財
政
の
五
〇
％
以
上
を
占
め
る

市
税
の
負
担
割
合
は
一
人
当
り
二
千

八
百
二
十
五
円
、
保
険
料
一
人
当
り

　
　
　
ナ
　
　
で
あ
り
ま
す
ロ

　
　
市
債
の
状
況

　
三
十
三
年
度
ま
で
の
累
計
総
額
一

億
一
千
七
百
九
十
六
万
円
と
な
り
各

種
別
ご
と
に
見
ま
す
と
別
表
の
と
お

り
で
す
。
ほ
か
に
一
時
借
入
金
は
一

千
二
百
万
円
で
し
た
。

し
て
は
、
で
き
る
だ
け
消
費
的
経
費

の
節
約
を
図
り
合
理
的
な
麦
出
を
行

い
、
健
全
財
政
を
保
持
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
の
で
市
民
各
位
の
一
層

の
御
協
力
を
御
願
い
し
ま
す
。

｝一
な
お
本
年
度
予
算
の
執
行
に
つ
き
ま

昭
和
三
十
四
年
度

重
点
施
策
を
推
進

　
次
に
昭
和
三
十
四
年
度
上
半
期

（
四
月
～
六
月
）
の
財
政
事
情
に
つ

い
て
み
ま
す
と
一
般
会
計

　
本
年
度
予
算
の
編
成
に
当
っ
て
は

健
全
財
政
を
第
一
と
し
て
財
源
の
確

保
に
努
め
、
特
に
消
費
的
経
費
の
抑

制
を
図
り
一
方
新
市
五
ヵ
年
計
画
の

遂
行
を
強
力
に
推
進
し
緊
急
を
要
す

る
建
設
事
業
や
文
化
施
設
の
充
実
に

産
業
振
興
に
民
生
の
安
定
等
重
点
的

な
施
策
を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と

に
努
力
し
、
必
要
経
費
を
予
算
に
計

上
い
た
し
た
結
果
、
前
年
度
当
初
の

　
　
　
　
　
　
　
　
厚
　
生
　
省

　
　
　
　
　
　
　
　
公
営
企
業

　
　
　
　
　
　
　
　
郵
　
政
省

　
　
　
　
　
　
　
　
大
　
蔵
　
省

　予
9　

予
算
よ
り
二
千
三
百
三
十
一
万
九
十

昭和33年度一般会計決算
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当初予算額鴎㌘類1予算現額1決算額騰入墜目科

8
き
a

6
3
3
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8
4
　
5
9
9
0

α
＆
α
α
Z
α
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3
4
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フ
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5
6
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4
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2
9
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9
5
6
9
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2
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9
2

2
3
1
5
5
6
0
1
9
1
9

1
4
　
　
　
　
　
《
乙
　
　
l
　
　
　
　
　
l
つ
ノ

ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∩
∠

．126，186，427
　43，939，000
　　1，81L450
　　2，020，970
　　5，804，390
　30，521，956
　　7，768，100
　12，161，020
　　　　250、000
　　3，128，876
　10，383，436
　12，900，000
256，875，625

そ
　
の
　
他

…
公
営
住
宅
債

｝
庁
企
口
建
築
債

｝
土
木
債

”
教
育
債

．
上
水
道
偵

8
　
　
　
7
　
　
　
6
　
　
　
5
　
　
　
4
　
　
　
3
　
　
　
2

1
　
　
　
0

7
0
0
0
0
6
0
0
0
4
6
0
5

2
6
0
0
2
5
6
2
0
2
5
0
7

5
2
0
2
5
4
9
8
0
1
3
0
5

似
6
α
L
L
6
5
4
α
L
6
α
8

2
5
5
4
5
6
0
8
0
7
8
0
1

4
5
7
5
7
5
2
2
3
1
5
3

店
3
　
　
L
L
6
L
Z
α

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

　
　
　
△
　
　
　
　
△

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
4
5
7
7
0
4
0
0
0
8
0
5

9
7
4
1
8
5
1
2
0
0
0
0
0

6
2
1
2
2
5
2
6
0
0
7
0
7

5
8
6
6
5
5
6
7
5
0
9
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5

7
3
0
0
2
7
2
8
5
1
4
5

1
0
1
2
5
8
6
5
4
0
0
6

2
4
　
　
　
　
　
2
　
　
　
　
　
　
1
1
3

1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
　
　

付
献
担
数
出

公
鐸
麦
出
附
入
越
収
計

方
齢
担
用
庫
麦

市
地
公
分
使
国
縣
寄
繰
繰
雑
市

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2

一
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

特
別
会
計

「　◎
上
水
道
特
別
会
計

　
着
工
以
来
四
年
間
を
数
え
こ
の
八

昭和34年度一般会計予算
　　　歳入の部

映算額摩脇
歳出の部

劃
釧
8
8
引
＆
』
引
a
，
ヲ
8
引
］
α

8
1
4
0
7
7
7
8
8
2
4
8
9
0

　
り
　
つ
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

L
9
4
Z
O
L
Z
α
Z
O
。
α
4
7
　
●

　
l
　
　
l
《
∠
l
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

7
0
6
2
1
1
3
3
7
6
6
3
3

0
7
9
5
3
8
2
8
4
6
9
8
6

7
3
8
2
5
8
2
4
3
7
6
9
7

4
9
7
9
7
1
9
2
2
4
1
3
8

0
6
1
6
9
1
6
1
4
4
8
0
0

4
4
5
7
一
）
9
6
8
7
6
0
6
9

4
5
0
8
9
7
6
5
6
1
1
8

　
4
1
2
4
2
2
　
　
　
1
1

238，124，898

予算総額
　　4，434，280

　45，516，019
　11，482，150
　28，794，800
　53，066，880
　33，304．959
　　7，000，600
　28，730，l　l6
　　6，971，046

　　　759，610
　　1，267，381

　11，605，910
　23，939，210
　　　　　2，664

256，875，625

1当初予算額華窄籟目科

　　　　　30，700
　　2，096，339
　　1・164．550
　　4，131，000
　　1，400，290
　　　　692．029
　　　　964，080
　　2。459，386
　　1，642。196
　　　　　39．850
　　　　617，081
　　　　　　　　　　0

　　7．478，410
△　2，397，336
　20，318，575

0
0
∩
V
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O

8
8
0
0
9
3
2
3
5
6
0
1
0
0
5

5
9
6
8
5
9
5
7
8
7
3
9
8
0
0

3
9
7
3
6
2
6
0
8
9
0
5
0
0
7

0
1
1
6
6
1
3
7
2
1
5
0
6
0
5

4
4
3
6
6
6
0
2
3
7
6
6
4
4
5

4
3
0
4
1
2
6
6
5
　
　
1
6
2
6

4
1
2
5
3
2
　
　
1
1
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

予算額と収
入額との差

118，212，272
24，903，000
　　997，144
　1，670，296
　8，106，626
39，175．867
　5，023，861
　3，862，000
　　500，000
　　500，000
11，130，173
10，307，014
224，388，217

収入済額
　　予　　　　　算　　　　額
当初予算面編霧i月「翌麹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

役
　
畢
査

会
所
防
杢
・
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産
繍
挙
債
畑
備
計

　
　
　
　
会

議
市
消
士
教
社
保
産
財
統
選
公
諸
予

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
U
1
2
1
3
1
4

480・71016・268・438
566，000　　21，663，000
997，144　　　　　　　　　　0
799，400　　　　　129，140
500，600　　　　　393，974
564，340　　　2，388，473
561，860　　　　　537，999
742，000・　　　　880，000
600，000 　100，000
500，0001　　　0
252，540　　　　　122，367
830．00α　　　4，522，986
394，594137，006，377
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4
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－
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．
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”“轡
越
収
計

　
　
営
担
用

市
地
公
分
使
国
県
寄
繰
繰
雑
市

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2

　　　　歳　出　の　部
　 予 　㎜一一㎜算 　　　額

当初予鞠協謬月1鷺

月
を
以
て
而
が
計
画
し
ま
し
た
新
規

丁
串
は
一
応
終
了
い
た
し
、
以
後
は

拡
張
工
事
が
継
続
さ
れ
る
わ
け
で
す

が
既
に
一
千
六
十
三
戸
に
給
水
を
行

噸一一1郵扁予算額と如
予算現額　1　　　　　輝額との差
”㎜4∫ 372，石40　 『ユユ 979，088　　　 3，393；5i52　46，215，820　11，932，727　　34，283，093
　13，537，2341　　1，413，188　　12，124，046
　27，120，1001　　1，808，373　　25，311，727
50，472，350「4，89630445，576，046
321§18；乙ζ86・琴乙葦；る2き13ぎ；§291覆

　29，675，530！　　6，414・475　　23，261，055
　　5，935，930 　　1，798，974　　　4，136，956
　　　871，350　　　　　　　4，436　　　　　866，914
1・862・600 　g58・435！　724・165
　12・599・810 　　　　953・467i　ll・646・343
19・564・610 3・190・377116・374・233
261：窪81：馨82142，192，98gl21る；窪81；§89

目科

　　4・372・640i
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　　　87L350
　　1，682，600

　12，599，810
　17，764，610　1，800，000
　　1，697，800

258，876，090，2，518，504

費
費
費
費
費
費
費
費
費
費
費
費
金
費

　
　
　
設

「
　
　
施
牛
済
査
　
出

　
　
　
　
　

会
役
防
木
育
鰯
産
欄
挙
債
争

　
　
　
会

議
市
消
土
教
社
保
産
則
統
選
公
諸
予

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4

　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
1
1
1

昭和33年度特別会計決算

歳入の部
当初予算額隊算額醗雛藺
4朧13ga－31；茸窪8：ζlll会惚：魏、

5ぎ：馨δ蜜；1ラ851；1¢言1？1孚△ll？19；る1§1

1〔）8，693，335　　98，941，752△　9，751，5831

目

っ
て
お
り
、
今
後
の
予
定
給
水
戸
数

の
八
O
％
を
示
し
て
お
り
ま
す
。

　
財
源
は
一
般
会
計
よ
り
繰
入
金
六

百
五
十
万
円
、
市
債
五
千
四
百
四
十

六
万
円
、
、
工
事
収
入
九
百
三
十
九
万

円
を
見
込
ん
で
工
事
を
進
め
て
お
り

ま
す
。

　
◎
と
畜
場
特
別
会
計

　
昨
年
度
の
予
算
に
計
上
さ
れ
ま
し

た
が
規
模
が
小
さ
い
た
め
起
債
が
認

め
ら
れ
ず
実
現
し
な
か
た
た
め
、
本

年
度
改
め
て
乙
の
特
別
会
計
を
設
け

市
債
三
百
五
十
万
円
、
一
般
会
計
繰
．

入
金
五
十
万
円
計
四
首
万
円
の
予
算

で
建
設
す
る
こ
と
に
い
た
し
て
お
り

一ます
。

　
◎
国
民
健
康
保
険
特
別

　
　
会
計

　
財
源
と
い
た
し
ま
し
て
は
国
民
健

康
保
険
料
二
千
五
百
三
十
万
円
、
国

庫
麦
出
金
一
千
八
百
九
十
二
万
五
千

円
一
般
会
計
繰
入
金
百
五
十
万
円
、

そ
の
他
三
十
一
万
五
千
円
、
計
四
千

四
百
五
十
九
万
円
で
あ
り
ま
す
。

　
麦
出
に
つ
い
て
は
役
所
費
三
百
九

十
一
万
円
、
保
険
給
付
費
三
千
六
百

一
六
十
二
万
円
、
保
険
施
設
費
と
し
て

一百七
十
四
万
円
そ
の
他
で
あ
り
ま

す
。
最
近
医
療
施
設
の
増
加
に
伴
い

そ
の
利
用
率
は
上
昇
し
、
療
養
の
給

付
費
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お

1科

一
険
所
屋
道

保
療
康
馨

一
健
営
水
計

　
直
益

民
保
国
国
公
上

歳出の部
予算現額に
比し増減

額算決額算∀丁初
・

当ヒ　　
　
　
お
　

目
離
質

科
畢
水
計

　
　

国
国
公
上

り
ま
す
の
で
、
そ
の
運
営
の
見
通
し

は
楽
観
で
き
な
い
状
態
で
あ
り
ま

す
。
　
　
豊
地
の
手
続
き

　
住
宅
や
工
場
敷
地
の
た
め
潰
れ
る

農
地
が
年
女
増
加
し
て
お
り
ま
す
が

こ
の
農
地
転
用
に
つ
い
て
農
業
委
員

会
事
務
局
で
は
必
す
農
地
法
に
よ
る

手
続
き
を
と
っ
て
申
請
す
る
よ
う
要

．
望
し
て
お
り
ま
す
。

手
続
き
は
縣
知
事
宛
に

　41，275，206！　41，741，380△　　 446，174
8・076，90017，195，703i　881，197
2・836・150i　l・690・66711・145・483
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昭和34年度特別会計

収入済額1予算続収入
　　　　　1額との差額

　歳入の部
予　 算　 額額

予算現額　　　　　14月一6月当初予算額1追加予算
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∪
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Ω
∪
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∠
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Q
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∩
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フ
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0
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Q
／
Q
u
8
0

％
ワ
”
Z
L
4

4
　
　
　
　
8

｝
①
申
請
す
る
土
地
の
登
記
簿
の
謄
瓜

＝
通

ハ一
②
建
築
す
る
建
物
の
平
面
図
二
通

．
③
甲
請
す
る
土
地
を
中
心
と
し
た
更

癌
の
写
二
通

④
申
請
す
る
両
者
の
認
印
と
一
件
四

ナ
　
の
　
　
　
の
　
　
　
　
を
　
　

τ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ

一
ら
の
手
続
き
は
農
委
事
務
局
で
と
り

［
ま
す
。
許
可
は
申
請
後
三
ヵ
月
位
で

一
く
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
，
型

6
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／
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n
∠
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糊
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難
騨
特

犠
道
場

曝
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予算額と交出
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　4，704，507
　1，036，819
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　　予　　　　算　　　　額
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臓
勘
会
会
会

糊
別
別
別

顯
響
特

鹸
書
道
場

㎝
民
営
益
水
琶

国
直
公
上
と

州
浩
痴
叛
袖
㌔

　
手
数
料
が
証
紙

　
土
木
出
張
所
で
扱
っ
て
い
る
建
築

関
係
の
各
手
数
料
が
九
月
一
日
か
ら

縣
の
発
行
す
る
証
紙
に
よ
り
処
理
さ

れ
ま
す
。
対
象
と
な
る
手
数
料
は
左

記
の
通
り
で
す
が
、
証
紙
の
種
類
は

一
円
、
五
円
、
十
円
、
五
十
円
、
百

円
、
二
百
円
、
三
百
円
、
五
百
円
、

千
円
の
九
種
で
取
扱
店
は
第
四
銀
行

新
潟
本
店
、
同
十
日
町
友
店
、
北
越

銀
行
大
劃
野
麦
店
、
同
十
日
町
麦
店

①
建
設
業
者
の
登
録
憂
は
登
録
換
の

申
請
（
一
件
五
、
O
O
O
円
）

②
建
築
基
準
法
に
よ
る
許
可
申
請

（
一
件
三
、
0
0
0
円
）

③
建
築
確
認
申
請

　
二
〇
．
平
方
米
以
内
（
一
件
二
〇
〇

　
円
）

　
二
〇
平
方
米
～
一
〇
〇
．
平
方
米
以

　
内
（
一
件
五
〇
〇
円
）

　
一
〇
〇
平
万
米
～
二
〇
〇
平
万
米

　
（
一
件
七
〇
〇
円
）

　
二
〇
〇
平
方
米
～
三
〇
Ω
平
万
米

　
（
一
件
一
、
O
O
O
円
）

　
三
〇
〇
平
方
米
～
五
〇
〇
平
方
米

　
一
件
一
、
五
〇
〇
円
）

　
五
〇
〇
平
方
米
～
七
〇
〇
、
平
方
米

　
（
一
件
二
、
O
O
O
円
）

　
七
〇
〇
平
米
～
一
、
O
O
O
、
平
方

　
米
（
一
件
二
、
五
〇
〇
円
）

　
一
、
O
O
O
、
平
方
米
以
上

　
（
一
件
三
、
O
O
O
円
）

④
二
級
建
築
士
試
験
（
一
件
六
〇
〇

円
）⑤

二
級
建
築
士
免
許
（
一
件
二
、
O

O
O
円
）

⑥
建
築
士
事
務
所
登
録

イ
蔽
建
築
士
（
葎
一
、
．
五
〇

〇
円
）

　
ロ
ニ
級
建
築
士
（
一
件
一
、
O
O

O
円
）

⑦
宅
地
建
物
．
販
引
業
登
録
申
請

（
一
件
三
、
O
O
O
円
）

⑧
宅
地
建
物
飯
引
員
試
験

（
一
件
五
〇
〇
円
）

自
衛
官
採
用

　
　
　
　
（
二
等
陸
海
空
士
）

応
募
資
格
満
十
八
才
～
二
十
五
才

　
　
　
　
未
満

試
験
日
十
月
十
八
日
～
十
一
月

　
　
　
　
八
日
ま
で
の
・
間

試
験
場
　
長
岡
市
厚
生
会
舘
ほ
か

　
　
　
　
県
下
七
ヵ
所

　
な
お
幹
部
候
補
生
の
募
集
も
八
月
．

一
日
か
ら
九
月
二
十
六
日
ま
で
。

一72一
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国
民
年
金

受
付
始

　
　
　
　
九
月
－

　
　
国
民
年
金
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は

八
月
中
に
各
地
区
毎
に
嘱
託
員
や
民

生
委
員
か
ら
集
う
て
い
た
だ
き
法
規

の
販
扱
い
運
営
等
に
つ
い
て
説
明
会

を
開
き
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
各
戸
に
回

覧
願
い
ま
し
た
が
、
い
よ
い
よ
九
月

　
一
日
か
ら
そ
の
一
部
の
請
求
書
受
付

事
務
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
、
の
で
こ
の

制
度
の
概
要
を
紹
介
し
、
建
全
な
制

度
運
営
の
た
め
市
民
の
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
馴
、
国
民
年
金
制
度

　
イ
、
被
保
険
者

日
本
国
内
に
住
居
を
有
す
る
二
十
才

以
上
六
十
才
未
満
の
日
本
国
民
は
国

民
年
金
の
被
保
険
者
と
し
て
い
る
の

で
す
が
恩
給
や
厚
生
年
金
保
険
の
よ

う
に
現
行
公
的
年
金
制
度
の
適
用
を

受
け
る
被
保
険
者
や
組
合
員
及
び
こ

れ
ら
の
制
度
に
よ
り
す
で
に
老
令
障

害
年
金
を
受
け
て
い
る
者
は
被
保
険
．

者
と
し
な
い
こ
と
＼
し
て
い
ま
す
。

ま
た
こ
れ
ら
の
者
の
配
偶
者
や
現
在

公
的
年
金
制
。
度
に
よ
っ
て
遺
族
年
金

を
受
け
て
い
る
者
等
は
被
保
険
者
か

ら
一
応
除
外
さ
れ
て
い
ま
す
が
こ
れ

ら
の
者
に
つ
き
ま
し
て
は
任
意
加
入

の
途
を
開
い
て
い
ま
す
。
学
生
に
つ

き
ま
し
て
も
一
応
被
保
険
者
か
ら
除

外
さ
れ
て
い
ま
す
が
任
意
加
入
が
で

き、

る
こ
ど
に
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お

経
過
的
措
置
と
し
ま
し
て
保
険
料
徴

収
が
開
始
さ
れ
る
昭
和
三
十
六
年
四

月
一
日
に
お
い
て
五
十
才
を
こ
え
て

い
る
者
も
被
保
険
者
と
し
ま
せ
ん
が

五
十
五
才
禾
満
で
あ
れ
ば
任
意
加
入

が
で
き
ま
す
。

　
・
、
年
金
の
種
類

考
令
年
金
、
障
害
年
金
、
母
子
年
金

（
遺
児
年
金
、
寡
婦
年
金
）
盃
す
。

　
ハ
、
保
険
料
（
掛
金
額
）

国
民
年
金
は
拠
出
制
が
基
で
し
て
、
、

二
十
才
か
ら
三
十
四
才
ま
で
月
百
円

三
十
五
才
よ
り
五
十
九
才
ま
で
月
百

五
十
円
で
す
が
、
生
活
保
護
を
受
け

て
い
る
も
の
女
は
所
得
が
な
い
た
め

に
保
険
料
を
お
さ
め
ら
れ
な
い
も
の

な
ど
に
は
、
免
除
の
道
を
開
い
て
い

ま
す
。二

、
福
祉
年
金

↓
よ
ろ

日
か
ら
発
足

こ
の
制
度
発
足
当
時
（
昭
和
三
十
四
「
い
か
ら
、
無
拠
出
の
福
祉
年
金
が
麦

年
十
一
月
一
日
）
す
で
に
老
令
（
満
「
給
さ
れ
ま
す
。
　
す
べ
て
の
公
的
年

七
十
才
以
上
）
障
害
、
母
子
世
帯
の
「
金
受
給
者
や
一
定
の
所
得
が
あ
る
も

状
態
に
あ
る
も
の
に
対
す
る
経
過
的
「
の
等
に
は
そ
の
麦
給
が
停
止
さ
れ
ま

措
置
か
ら
と
、
拠
出
制
年
金
に
加
入
『
す
。

し
た
も
の
が
保
険
料
を
お
さ
め
る
期

　
二
、
当
面
の
事
務
処
理

間
が
短
か
か
っ
た
た
め
、
拠
出
制
年

に
つ
い
て

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
㎝
イ
、
昭
和
三
十
四
年
九
月
一
日
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

場
合
等
に
対
す
る
補
充
的
な
意
味
合
皿
ら
無
拠
出
福
祉
年
金
裁
定
請
求
書
提

8
ム
6
い
晶
口
u
●
ヲ
ー
ー
ー
i

共
同
募
金
に
御
協
力

　
　
　
　
目
標
額
五
十
五
万
五
千
円

　
赤
い
羽
根
募
金
も
こ
と
し
で
十
三

年
目
を
迎
え
、
本
年
度
の
十
日
町
市

目
標
額
は
五
五
万
五
千
円
で
昨
年
の

目
標
額
よ
り
約
十
五
万
円
ば
か
り
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
目
標
額
の
中
に
は
歳
未
た
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［
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拠
出
制
年
金
　
二

す
け
合
い
寄
付
金
も
含
ま
れ
て
お
り

こ
の
ほ
か
社
会
を
朋
る
く
す
る
運
動

募
金
十
万
円
、
水
難
救
助
募
金
一
万

円
計
六
六
万
五
千
円
と
な
り
ま
す
。

何
と
ぞ
本
年
も
皆
様
の
δ
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

蘇
限
に
こ
霧
鑑
離
鯉
灘
臨
灘
題

　
に
促
進
さ
せ
る
た
め
、
各
地
区
毎
に

　
日
を
定
め
て
社
会
、
福
祉
事
務
所
職
員

が
請
求
書
類
一
切
を
記
載
し
て
あ
げ

嘱
託
員
か
ら
通
知
の
あ

　
っ
た
日
時
に
定
め
ら
れ
た
場
所
に
印
・

一
鑑
と
手
数
料
（
戸
籍
、
住
民
票
、
各

種
証
明
）
を
持
参
し
て
下
さ
い
。

　
　
ロ
、
昭
和
三
十
五
年
三
月
右
の
裁

『
定
が
済
ん
だ
者
に
対
し
年
金
（
四
ヵ

募
）
が
馨
の
葎
局
妄
給
さ

『
れ
ま
す
・

丁
、
昭
和
三
＋
五
隼
月
百
拠

　
出
制
被
保
険
者
届
出

　
二
、
昭
和
三
十
六
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
に
国
民
年
金
手
帳
交
付

…
　
ホ
、
昭
和
二
十
六
伍
，
四
月
一
日
か

「
ら
保
険
徴
収

　
　
公
民
舘
に
寄
附

　
去
る
八
月
十
八
日
来
市
し
た
東
京

葵
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
は
「
市
公
量

の
建
設
に
」
と
、
こ
の
ほ
ど
演
奏
会
一

の
益
金
二
万
五
千
円
を
寄
附
し
て
き

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
｝

九月のお天気

九
月
下
旬
か
ら
実
施

　
　
　
　
　
新
増
改
築
家
屋
評
価
と

　
　
　
　
　
耕
転
機
の
登
録
取
付

　
市
税
務
課
で
は
新
増
改
築
家
屋
の

評
価
調
査
と
耕
紙
機
の
登
録
標
、
取
付

一
を
次
の
と
お
り
い
す
れ
も
九
月
下
旬

一
か
ら
実
施
い
た
し
ま
す
か
ら
皆
様
の
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、
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無
拠
出
制
年
金

老令年金掛金額と受給額一覧表

59才
　 掛金額合計

　16万3千円

国庫75円加算

・・月150円…

　
　
才

額
3
5

金
ー
．

　
　
才

掛
34

　　　国庫50円加算

20才一・・…月100円・

受給額
　77才6ケ月65才より年4万2千円麦給

吏給額　約52万円

65才の者の平均余命

従って6万3干円の掛金で52万円の年金が支給されることになります。

呑
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
一
、
新
増
改
築
塚
屋
の
評
価
調
査

■
①
建
築
基
準
法
の
確
認
を
得
て
建
築

さ
れ
た
家
屋
に
つ
い
て
は
調
査
日
な

ど
を
あ
ら
か
じ
め
通
知
し
確
認
の
必

要
が
な
か
っ
た
増
改
築
（
延
三
坪
以

下
）
に
つ
い
て
も
同
様
順
次
調
査
の

予
定
で
す
。

②
本
年
中
に
全
部
憂
は
一
部
販
こ
わ

し
の
塚
屋
に
つ
い
て
は
年
未
ま
で
に

税
務
課
に
申
出
て
下
さ
い
。
申
出
の

な
い
と
き
は
税
の
減
額
措
置
が
さ
れ

ま
せ
ん
の
で
お
忘
れ
な
く
申
出
て
下

さ
い
。

　
二
、
耕
紙
機
の
登
録
標
取
付

昨
年
か
ら
耕
頼
機
が
軽
自
動
車
と
し

て
課
税
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

熱
籔
購
鞭
懸

　
　
〔
上
旬
〕
　
移
動
性
高
気
圧
と
気

圧
の
谷
に
よ
っ
て
天
気
は
崩
れ
て
も

回
復
早
く
、
　
一
時
暑
く
な
り
ま
す
が

前
半
の
気
温
は
や
＼
低
目
で
降
水
量

は
平
年
並
み
。
日
照
り
は
や
＼
多
い

見
込
み
で
す
。

　
　
〔
中
旬
〕
　
太
．
平
洋
の
高
気
圧
が

　
一
時
強
く
な
る
が
、
本
邦
は
深
い
気

圧
の
谷
に
入
り
天
気
は
崩
れ
が
ち
。

気
温
は
半
ば
頃
一
時
高
め
に
な
り
ま

す
が
、
、
平
年
よ
り
や
＼
低
く
降
水
量

は
多
く
台
風
に
よ
る
大
雨
の
恐
れ
も

既
に
調
査
の
上
登
録
さ
れ
課
税
さ
れ

た
耕
私
機
に
つ
い
て
は
九
月
下
旬
か

ら
登
録
証
標
の
販
付
を
実
施
す
る
予

定
で
す
。
本
年
耕
紙
機
を
販
得
さ
れ

て
未
登
録
の
も
の
に
つ
い
て
は
同
時

に
登
録
調
査
を
い
た
す
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
か
ら
何
分
δ
協
力
下
さ

〒
藁
蓼
禁
機
誤

一
て
届
出
さ
れ
る
方
は
市
税
務
課
友
は

奮
張
所
に
お
出
下
さ
い
．
届
出
後

登
録
証
標
を
交
付
い
た
し
ま
す
。

家
屋
の
申
告

に
つ
い
て

　
家
屋
の
新
築
、
増
改
築
、
販
こ
わ

し
等
に
よ
り
床
面
積
に
増
減
を
生
じ

あ
る
い
は
構
造
の
変
更
（
平
家
を
二

階
建
に
し
た
り
板
葦
を
ア
タ
ン
苺
に

葦
替
え
等
）
さ
れ
た
場
合
は
所
管
の

あ
り
ま
す
。
日
照
は
や
＼
少
い
見
込

み
で
す
。

　
〔
下
旬
〕
　
前
半
は
本
邦
南
岸
に

前
線
が
停
滞
す
る
た
め
秋
霧
の
日
が

多
く
な
り
そ
う
で
気
温
は
や
＼
低
め

で
す
が
そ
の
後
天
気
は
周
期
的
に
変

り
、
気
温
は
平
年
並
み
に
な
り
ま
し

ょ
う
。
旬
を
通
じ
て
の
平
均
気
温
は

平
年
よ
り
や
＼
低
く
降
水
量
は
、
平
年

並
み
。
日
照
り
は
多
少
少
な
い
見
込

み
で
す
。

登
記
所
（
吉
田
地
区
は
千
手
登
記
所

他
は
十
日
町
登
記
所
）
に
そ
の
異
動

に
つ
い
て
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
ご
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

家
屋
台
帳
簿
法
に
よ
り
、
き
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
申
告
を
さ
れ
て

お
ら
な
い
家
屋
は
所
有
権
そ
の
他
の

権
利
に
つ
い
て
の
登
記
申
請
を
す
る

こ
と
が
で
き
す
公
認
の
方
法
が
あ
り

ま
せ
ん
。
市
に
お
い
て
毎
年
の
新
増

改
築
等
の
家
屋
に
つ
い
て
行
う
固
定

資
産
税
の
課
税
評
価
に
つ
い
て
も
所

有
者
の
認
定
、
所
有
区
分
等
が
不
明

の
為
評
．
緬
課
税
に
つ
い
て
適
正
を
欠

く
よ
う
な
面
も
生
じ
ま
す
か
ら
申
告

未
了
の
方
は
早
く
手
続
き
を
さ
れ
る

よ
う
希
望
い
た
し
ま
す
。

尚
こ
の
申
告
手
続
き
に
つ
い
て
不
明

の
方
は
登
記
所
巫
は
市
税
務
課
に
照

会
下
さ
い
。

戸
籍
事
務
を
引
上
げ

　
　
　
　
　
　
十
一
月
脚

【
市
で
は
行
政
事
務
の
第
一
次
改
善
と

訂
端
纈
賛
騰
開
篇
篠

一
し
た
こ
と
は
前
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
が
、
戸
籍
事
務
に
つ
い
て
は
各

出
．
張
所
で
、
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
。

｝
と
こ
ろ
が
、
新
市
町
村
建
設
促
進
法

西
概
飴
雛
紹
噸
議
講

で
取
り
扱
う
よ
う
法
務
省
か
ら
要
請

国
保
は
な
ぜ
赤
字

　
　
　
実
態
調
査
と
対
策
に
乗
出
す

　
昭
和
三
十
三
年
度
に
お
い
て
二
百

三
十
九
万
一
千
円
の
赤
字
を
出
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
り
左

　
　
　
　
　
　
　
　
　
豫
巌

　
　
　
　
　
　
　
会
り
と
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
お
之
。

　
　
　
　
　
努
画
務
携

　
　
　
　
　
　
　
映
蟹
駿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
7
0
映
ま

　
　
　
　
　
　
　
安
映
の
。
し

．
購
欄
灘
縮
議
．

議
饗
㎝

国
民
健
康
保
険
の
最
近
の
実
態
は
ど

1
う
な
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
の
べ
皆

さ
ん
の
御
批
判
を
得
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
す
診
療
件
数
か
ら
比
較
す
る

と
、
昨
年
四
月
と
今
年
同
期
に
お
い

て
、
件
数
は
一
千
百
六
十
八
件
の
増

加
を
示
し
、
金
額
に
お
い
て
七
十
二

万
五
千
余
円
増
え
て
い
ま
す
。
以
下

各
月
に
お
い
て
同
様
の
増
加
を
示
し

今
年
度
未
に
は
さ
ら
に
五
百
十
九
万

円
余
の
赤
字
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
原

因
に
つ
い
て
は
目
下
詳
細
に
調
査
研

究
中
で
近
く
そ
の
結
論
が
み
い
だ
さ

れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
の
対
策

と
し
て

一
、
給
付
の
一
部
打
切
り

一
、
他
会
計
か
ら
の
繰
入
れ

一
、
保
険
料
の
増
税

が
一
応
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
か
ら
本
庁
て

を
受
け
て
い
た
の
で
す
が
、
市
政
運

営
も
当
初
は
順
調
で
な
か
っ
た
乙
と

を
理
田
に
暫
定
と
し
て
出
張
所
扱
い

を
認
め
て
頂
い
て
お
り
ま
し
た
が
、

今
回
戸
籍
事
務
の
出
張
所
取
扱
い
最

終
期
限
を
「
十
月
三
十
日
ま
で
」
と

一
い
う
強
い
指
示
が
参
り
ま
し
た
の
で

｝
市
と
し
て
も
冬
期
間
変
通
の
不
便
や

菖
マ
ビ
ス
の
低
下
奮
霧
え

再
三
延
期
の
交
渉
を
し
ま
し
た
が
、

法
務
省
の
強
い
方
針
を
変
更
す
る
こ

と
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
、
や
む
を

え
す
十
一
月
一
日
か
ら
戸
籍
並
び
に

往
民
登
録
、
配
給
な
ど
の
事
務
を
本

庁
で
販
扱
う
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

　
他
の
市
町
村
で
も
同
じ
よ
う
に
法

務
省
の
方
針
で
、
す
で
に
本
庁
引
あ

げ
を
完
了
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
市
町
村
の
実
態
を

い
ろ
く
調
べ
た
り
市
政
事
務
嘱
託

員
の
か
た
ぐ
と
も
話
し
あ
っ
た
結

果
、
市
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
取
扱

い
を
し
て
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を

防
ぎ
、
向
上
に
努
め
る
よ
う
研
究
中

で
す
。

1
、
緊
急
、
や
む
を
え
な
い
も
の
を

　
除
い
て
は
常
に
本
庁
と
連
絡
を
と

　
る
よ
う
に
し
た
い
。

2
、
本
庁
と
出
張
所
の
連
絡
は
電
話

　
の
ほ
か
つ
と
め
て
事
務
の
集
配
を

　
し
た
い
。

3
、
冬
期
は
な
る
べ
く
電
話
、
郵
便

　
を
御
利
用
願
い
、
申
込
ん
で
い
た

　
だ
く
。

　
尚
、
次
の
こ
と
に
つ
い
て
は
目
下

　　　　1　表　　　　届　　出　　・一　　覧　　表

届出の種類　　　　添えーて出すもの　　　i　手 数』　㎜』璃皿一

出　生離撫灘糟醐毒藩羅帳・康妻…　 姻
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ
死　　亡，朧繍F醗書調保蘇険翻1日代書　　　4・円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 入籍巫は除籍される者の戸籍抄本i填　　　　　　　　　　　　　　　　
婚　　　　　姻 （但しIl月1日から市内に本籍のある　届書枚数1枚につき　　　40円
　　　　　　　卜者は不要）　　　　　　　　　　　　

鶉緑慧…繍灘聯…養女等本囎難繊撫論
養子離縁麟被保鵬証’配給通帳’配給移動

　　　　　　　国保被保険者証転　　　　　人配給異動証明と通帳世帯主の印　　　1

転　出麟璽驕者証’配給通帳　…証明　　5。円
転　　居 i　　　　　　！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　
印鑑鳳証明野（似以蜘場合は代理通網1鋤口枚　　　　4・円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

2表証明手数料
手数料

円

円
円
円
円
円
円
，

昌
円

巴
酬
…
円
円

㈹
　
㈹
　
㈹
　
⑳
　
佃
　
㈹
　
幻
㈹
　
菊
　
兜
　
0
0
　
0
0
　
㈹
　
2
0
　

諏
鞍
備
　
糊
繍
欝
畷

　
　
　
　
民
　
　
　
　
　
　
葬
殻
食
動
の
尿

諸　
　
戸
住
身
旅
納
被
無
土
火
米
・
、
王
自
そ
し

◎
出
張
所
間
の
集
配
事
務
及
び
連
絡

方
法

◎電話、

郵
便
等
の
申
込
手
続
方
法

◎
郵
送
料
立
、
替
の
場
合
の
徴
収
方
法

◎
出
張
所
に
お
け
る
事
務
販
扱
い
の

範
囲
鍮，竈方留璽　3表　使　用　料
送話法張考
振騨1火醐使用料
誘攣　　鍵芋　i14才以上　　　寝棺　1，800円

場の　配。　〃　　　座棺　700円合申　 事　　の込　　務　　 6才以上14才未満　　寝棺　　800円

簾暮　　〃　　醜45・円
方方　連　 1生後1カ月以上～6才未満寝棺600円
法法　 絡　　1一一一一一　　　，　〃　　　　　　　座棺350円
盈馨蚤課こ生後1カ月縮　寝棺4・・円

糧緬罎 〃　　　座棺3・・円

薩1轍農 死　胎　　250円
・げく願に 霊　枢　車　　寝棺　200円
　嘉考レ順・　〃　　座棺　7・円
　き手・諸出　汚物焼却　　　　200円
言警鰭義卜（以上＋日町市鵬の住民厩鞭
　た使のき　1用料の5割増とする）
　か用際に1、

一73


